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大鹿村の山城の立地と地質の関係 

大鹿村は南北朝時代に南朝の拠点であったこともあり、いくつか山城があったことが調査されています。大鹿

村の山城に関する文献(*)と長野県デジタル地質図(2015)とを見比べてみると、大鹿村の山城の立地は大きく

以下の2種類あることがわかりました。 

①断層
だんそう

鞍部
あ ん ぶ

地形を利用した城：天狗森城, 大島城, 堀田城, 松平城, 青木城 

一般的に、断層の近傍の岩石は断層運動の繰り返しにより破砕され、侵食されやすくなっているため、断層

が尾根を横切るところでは、横から見ると「凹」の字になるような地形ができます。これを断層
だんそう

鞍部
あ ん ぶ

といい

ます。大島城(写真1)、松平城、青木城は、城の南西端が中央構造線の断層鞍部となっており、堀として利用

していたようです。また、堀田城(写真2)は、城の西側端が中央構造線の断層鞍部となっており、区画境とし

て利用していたようです。 

天狗
て ん ぐ

森
もり

城は、中央構造線からは200メートルほど東側に位置していますが、城のある区画の東端は断層鞍部

地形のようにも見えます。堀田城のある区画の東端の鳥倉林道と村道の分岐点付近(写真2)も同じく中央構造

線の位置より200メートルほど東側にあること、少し凹んで見えることから、もしかしたら、中央構造線の東

側に、中央構造線と平行に断層が走っているのかもしれません。 
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写真1 大島城 

(北から南に向かって撮影) 

写真2 堀田城 

(南から北に向かって撮影) 



②御荷
み か

鉾
ぶ

緑色岩の地すべり地に立地する城：駿
する

木
ぎ

城, 大河原城 

御荷
み か

鉾
ぶ

緑色岩の分布域(図1の灰色

で塗った領域)では、地すべりが起き

やすいことが知られています。地す

べり地は、周囲と比べて緩斜面が広

がる上、生活水が得やすいことか

ら、古くから集落が形成されていま

す。集落全体が山地斜面に囲まれて

おり、天然の要害といえるような立

地になっていますが、城は、集落内

で最も標高の低い断崖近く、眺望の

良い場所に立地しています。 

駿
する

木
ぎ

城は、中峰集落の一角、するぎ

農園さんや物見 櫓
やぐら

があるあたりに

ありました。南西部は、比高230mの

塩川の断崖となっており、塩川の侵

食による崩落で、当時より大きく面

積を減じてしまっているそうです。 

大河原城は上蔵
わ ぞ

集落の一角、現在

大河原城址の石碑が建っている場所

にありました。南側は比高60mの小

渋川の断崖、東側は上蔵集落内を流

れる大田村沢の断崖に囲まれていま

す。小渋川の侵食による崩落のた

め、現在は、わずかばかりの区画し

か残っていません。 (宮崎)  

 

 

(*)参考文献 

「信濃の山城と館〈第6巻〉諏訪・下伊那編―縄張図・断面図・鳥瞰図で見る」宮坂武男著 戎光祥出版

(2013) 

 

図1 大鹿村の山城マップ 


